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１月17日は
 「防災とボランティアの日」
彦根駅東土地区画整理事業　
保留地を一般競争入札で売却します
差し押さえた土地を公売します
市立病院職員を募集します　
図書館休館のお知らせ
ご当地グルメ「ひこね丼」選手権
優秀賞３作品を紹介します
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今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の
合併号です。１月15日号は発行しません。
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自然を大事にしながら、
活気あふれるまちに

山口　盛
せい

己
き

さん、達
たつ

也
や

さん、
　　　陽

はる

豊
と

さん（野良田町）　
　
　３年半前に大阪から彦根に引っ越してきました。市
立図書館や子どもセンターによく行きます。夏には魚
釣りや水浴びをしに、芹川や宇曽川にも行きます。き
れいな川がある今の自然を大事にしながら、駅周辺な
どがもっと活気あふれるようになるといいですね。

　 ２月11日（土・祝）、彦根市は市制施行75
周年を迎えます。
  この75年間に彦根市は、市民の皆さん
のお力添えにより、湖東の中心都市とし
て大きく発展してきました。
　これからも「風格と魅力ある都市の創
造」をコンセプトに、市民の皆さんに「住
んでよかった」「今後も住み続けたい」と
思っていただけるような、そして、彦根

市を訪れる人々には「来て良かった」「も
う一度訪れたい」と感じていただけるよ
うなまちづくりに取り組んでいきます。
　今回は、皆さんと一緒に歩んだ彦根市
の75年を写真とともに振り返ります。
※写真の一部は、シブヤ写真館提供
問い合わせ先　 総務課☎ 30-6100、
FAX22-1398

75周年を迎えて

～写真で振り返る
　　このまちの３／４世紀～

昭
和
12
年
２
月
11
日
市
制
施
行
〜

昭
和
30
年
代　

高
度
経
済
成
長
始
ま
る

①
昭
和
12
年
２
月
11
日
に
彦
根
町
・
松
原

村
・
青あ

お

波な
み

村む
ら

・
北き

た

青あ
お

柳や
ぎ

村む
ら

・
福ふ

く

満み
つ

村む
ら

・

千ち

本も
と

村む
ら

の
６
町
村
が
合
併
し
彦
根
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
制
施
行
当
時
の

人
口
は
、
３
万
９
、
３
３
５
人
。
面
積

は
25
・
08
㎢
で
し
た
。　
　

②
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド
が
練
り
歩
き
、
市

民
全
体
で
彦
根
市
の
誕
生
を
祝
い
ま

し
た
。

③
昭
和
１７
年
に
磯い

そ

田だ

村む
ら
・
南

み
な
み

青あ
お

柳や
ぎ

村む
ら

と
、昭

和
25
年
に
は
日
夏
村
と
、
昭
和
27
年
に

は
鳥
居
本
村
と
合
併
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
31
年
に
は
河
瀬
村
・
亀
山
村

と
、
昭
和
32
年
に
は
高
宮
町
と
合
併
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
43
年
に
は
稲

枝
町
と
合
併
し
、
現
在
の
彦
根
市
の
姿

と
な
り
ま
し
た
。

④
昭
和
24
年
に
は
、
彦
根
城
内
で
観
光
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鐘
の
丸
広

場
で
開
催
さ
れ
た
開
会
式
の
様
子
で
す
。

⑤
彦
根
ば
や
し
は
、
昭
和
35
年
、「
井
伊
直

弼
に
よ
る
日
本
開
国
百
周
年
」
を
記
念

し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

⑥
昭
和
38
年
に
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民

第
１
号
の
故
舟
橋
聖
一
さ
ん
の
原
作
で

井
伊
直
弼
の
生
涯
を
描
い
た
「
花
の
生

涯
」
が
大
河
ド
ラ
マ
第
１
作
目
と
し
て

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
と
な
っ
た
彦

根
城
に
は
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
、
金
亀
児
童
公
園
内
に
は
「
花
の

生
涯
」
の
記
念
碑
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

①

② ③

④

⑤ ⑥

彦 根 市 制 ７ ５ 周 年

皆さんにお聞きしました

将来の彦根市が
どんなまちになっていたら

いいですか

市 民 の 声
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進
む　

都
市
機
能
の
整
備

他
都
市
と
の
相
互
交
流
の
始
ま
り

①
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
、
彦
根
の
玄
関

口
で
あ
る
彦
根
駅
の
土
地
区
画
整
理

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い
ま

ち
「
彦
根
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
さ
ら

に
進
み
、
発
展
と
交
流
の
時
代
を
迎
え

ま
す
。

②
昭
和
47
年
に
は
、
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
５
階
建
て
の
市
役
所
庁
舎
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

③
歴
史
上
縁
が
深
い
高
松
市
と
の
姉
妹
城

都
市
の
提
携
お
よ
び
水
戸
市
・
佐
野
市

と
の
親
善
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
市（
ア

メ
リ
カ
）
と
の
姉
妹
都
市
の
提
携
を
行

い
、
国
内
外
の
相
互
交
流
が
始
ま
っ
た

の
も
昭
和
40
年
代
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、

平
成
３
年
に
は
湖
南
省
湘し

ょ
う

潭た
ん

市（
中
国
）

と
の
友
好
都
市
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

④
昭
和
54
年
に
は
、
市
立
図
書
館
が
本
町
か

ら
現
在
の
尾
末
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
写

真
は
、
本
町
に
あ
っ
た
頃
の
外
観
で
す
。

⑤
今
で
は
日
本
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
た「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス

ト
」が
初
め
て
彦
根
市
の
松
原
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
55
年
で
す
。

⑥
昭
和
56
年
に
は
滋
賀
県
で
国
民
体
育
大

会
、｢

び
わ
こ
国
体｣

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
彦
根
市
で
も
水
泳
や
軟
式
テ
ニ
ス

な
ど
の
競
技
の
会
場
と
な
り
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①

② ③

④

⑤ ⑥

成
長
・
飛
躍
、
協
働
・
連
携
の
新
し
い

時
代
、
そ
し
て
未
来
へ

①
昭
和
62
年
に
は
市
制
施
行
50
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
同
じ
く
昭
和
62
年
に
世
界
古
城
博
覧

会
を
開
催
し
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

③
平
成
５
年
か
ら
彦
根
城
天
守
の
「
平
成

の
大
修
理
」
が
実
施
さ
れ
、
再
び
白
亜

の
天
守
の
姿
が
見
え
た
の
は
、
平
成
９

年
で
し
た
。

④
平
成
19
年
に
は
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４

０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕

生
し
た
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
は
現
在
彦
根

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
大
活
躍
し

て
い
ま
す
。

⑤
21
世
紀
に
入
り
、
福
祉
・
環
境
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
幅
広
い
分
野

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
活
動

さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
、市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑥
平
成
21
年
に
は
、彦
根
市
と
愛
荘
町
・
豊

郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
が
湖
東
圏
域

で
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
湖

東
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

①

② ③

④

⑤ ⑥

伝統的な建造物や　　　　　　　　　
まちなみを残して欲しい　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
柿本　百

ゆ

合
り

香
か

さん　　　　　　　　　
　（中央中学校３年生）　　　　　　　　　

　
　生まれたときから彦根に住んでいます。絵を描くこ
とが好きです。写生大会の会場にもなる彦根城は見て
いると落ち着きます。特に春の桜が咲いている時期が
好きで、家族でお花見に行きます。彦根城などの伝統
的な建造物や城下町のまちなみを残して欲しいです。

　　　　　　　　　歴史や文化をもっと
　　　　　　　　　広げていけたらいい
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　曽

そ

我
が

　愛
なる

実
み

さん　　　　　　　
　　　　　　　　　（彦根東高校２年生）
　
　幼稚園のときに守山市から越してきました。高校の近
くに彦根城などがあるので、歴史や日本的なものに興
味を持つようになりました。天秤櫓

やぐら

で行われた甲
かっ

冑
ちゅう

展
にも行きました。多彩な魅力を持つ彦根の歴史・文化
を広める活動に東高生としても関わっていきたいです。

史跡が多い鳥居本や稲枝を　　　　　　　　　
盛り上げていければいい　　　　　　　　　

荒川　樹
いつき

さん　　　　　　　　　
　（滋賀県立大学２回生）　　　　　　　　　

　ずっと彦根に住んでいます。中学生の頃から市のボ
ランティアなどをしていましたが、地元の大学に入り、
改めて彦根や地域に関心を持つようになりました。佐
和山などに行く回数が増えました。史跡が多い鳥居本
や稲枝をもっと盛り上げていければいいですね。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
制

75
周
年
記
念
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

彦
根
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　滋賀の伝統文化を広げて　
　　　　　　　　　笑顔が広がるまちに　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　山

やま

﨑
さき

　美
み

江
え

子
こ

さん

　　　　　　　　　　（清崎町）　　　　　
　
　江州音頭の普及活動をしています。滋賀県などの要
請で海外に行ったり、多くの海外の人を家に迎えたり
して、滋賀の伝統文化を紹介し国際交流をしています。
江州音頭を多くの人に知っていただき、皆さんに元気
を与えて、まちに笑顔が広がることを期待します。

彦 彦根 根市 市制 制７ ７５ ５周 周年 年
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ん
や
り
と
し
た
印
象
の
浅
葱
地
に
咲
き

乱
れ
る
銀
色
の
梅
は
、ま
だ
寒
さ
や
雪
の

残
る
春
先
に
咲
く
様
を
思
い
表
し
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
能
装
束
は
、浅
葱
色
の
地
に
梅
や

竹
、柘ざ

く

榴ろ

な
ど
の
折
枝
と
幾
種
類
か
の
書

体
で
表
し
た
寿

こ
と
ぶ
きの

字
を
織
り
表
し
、さ
ら

に
下
半
身
部
に
も
銀
箔
に
よ
る
花は

な

菱び
し

入

り
七し

っ

宝ぽ
う

繋つ
な
ぎ

文も
ん

を
配
す
な
ど
、
吉
祥
の
要

素
に
あ
ふ
れ
た
一
領
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
連
歌
用

語
の
注
解
書
で
あ
る『
梵ぼ

ん

燈と
う

庵あ
ん

袖そ
で

下し
た

集し
ゅ
う』

で
は
、よ
ろ
ず
の
草
木
の
先
に
花
開
く
こ

と
か
ら
、梅
を
「
花
の
兄
」
と
記
し
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
日
々
が
続
き
、「
花
の

兄
」
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、今

は
春
を
告
げ
る
梅
の
文
様
を
愛
で
る
こ

と
で
、
新
春
を
寿
ぐ
こ
と
と
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

真
野
順
之
）

　

写
真
の
資
料
は
、テ
ー
マ
展
「
新

年
の
寿
ぎ - 

松
竹
梅 -

」で
１
月
１

日
（日・祝）
〜
同
31
日
㈫
ま
で（
期
間
中
無

休
）
展
示
し
ま
す
。

に
清せ

い

廉れ
ん

潔け
っ

白ぱ
く

を
旨
と
す
る
文
人
か
ら
は

理
想
的
な
生
き
方
を
示
す
花
と
し
て
好

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
高
潔
な
様

か
ら
、
竹
、
蘭
、
菊
と
と
も
に
四し

君く
ん

子し

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。　

　

日
本
に
元
来
な
か
っ
た
梅
で
す
が
、

伝
来
後
は
早
く
か
ら
愛め

で
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
の
歌
集
で

あ
る
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
和
歌

の
う
ち
、
梅
の
花
を
詠
ん
だ
も
の
は
１

１
０
首
余
り
で
、
花
を
詠
む
和
歌
の
中

で
は
萩
に
次
ぐ
２
番
目
の
多
さ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
清
楚
な
色
や
香
が
賞

　

正
月
の
め
で
た
い
雰
囲
気
に
一
役

買
っ
て
い
る
文
様
に
松
竹
梅
が
あ
り
ま

す
。
松
竹
梅
は
、
正
月
以
外
に
も
婚
礼

や
晴
れ
の
場
に
お
け
る
調
度
類
に
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
る
吉
祥
文
様
で
す
。

　

こ
の
松
・
竹
・
梅
の
う
ち
、
松
と
竹

は
古
来
日
本
に
自
生
し
て
い
た
植
物
で

す
が
、
梅
は
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代

ま
で
の
間
に
中
国
か
ら
移
植
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
冬
の

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
百
花
に
先
駆
け
て

香
り
高
く
咲
く
梅
の
姿
が
、
逆
境
に
耐

え
忍
ぶ
清
雅
な
営
み
と
捉
え
ら
れ
、
特

春
を
告
げ
る
「
花
の
兄
」

美
さ
れ
る
と
と
も
に
、
春
を
告
げ
る
縁

起
の
良
い
花
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
梅
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
文
様
は

実
に
多
彩
で
す
。
あ
り
の
ま
ま
に
花
や

枝
木
を
表
し
た
梅
花
文
を
は
じ
め
、
花

弁
が
互
い
に
重
な
り
ね
じ
れ
た
形
を
表

し
た
捻ね

じ

梅う
め

、
花
を
裏
か
ら
見
た
姿
を

文
様
と
し
た
裏う

ら

梅う
め

、
さ
ら
に
梅
に
鶯

う
ぐ
い
す

と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
も
あ
り
、
絵
画

や
工
芸
品
な
ど
の
題
材
や
彩
り
と
し
て
、

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
梅う

め

文も
ん

様よ
う

が
施
さ
れ
た
作
品
を

一
つ
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
写
真
（
１
・

２
）
の
能
装
束
は
、地
に
清
々
し
い
浅あ

さ

葱ぎ

色い
ろ

の
緞ど

ん

子す

を
用
い
、
上
部
に
は
、
銀ぎ

ん

箔ぱ
く

で
表
さ
れ
た
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
梅

の
枝
が
立
ち
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
に

花
と
蕾つ

ぼ
み

を
添
え
て
い
ま
す
。
こ
の
文
様

は
、
節
を
曲
げ
ず
に
伸
び
る
梅
の
枝
を

デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
直
線

的
な
姿
が
槍
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か

ら
、
槍や

り

梅う
め

文も
ん

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

本
作
に
み
る
、
枝
と
枝
の
間
に
ぎ
っ

し
り
と
埋
め
尽
く
さ
れ
た
愛
ら
し
い
小

さ
な
梅
花
や
蕾
か
ら
は
、
夢
誘
う
甘
い

香
が
漂
っ
て
き
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ひ

▶
写
真
１　

摺
箔
（
す
り
は
く
）　

浅
葱
地
槍
梅
と

　
　
　
　
　

七
宝
繋
文
様

▶
写
真
２　

同　

部
分
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▶
平
成
23
年
出
初
式

▶
平
成
23
年
の
火
災
防
御
訓
練

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
被
災
地
で

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
の

自
主
的
な
防
災
活
動
が
た
い
へ
ん

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、住
民
の
自
主
的

な
防
災
活
動
の
必
要
性
を
理
解
し
、

災
害
へ
の
備
え
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
１
月
17
日
を

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、１

月
15
日
か
ら
同
21
日
を
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。　
　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
も
、
改
め
て

防
災
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
災

害
時
の
備
え
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
展
を
開
催
し

ま
す

　

過
去
の
災
害
記
録
を

は
じ
め
、
家
庭
・
地
域
で
の
防
災
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
や
防
災
グ
ッ
ズ
を

紹
介
し
ま
す
。

き
っ
と
役
立
つ
防
災
対
策
ポ
イ
ン

ト
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

開
催
期
間　

１
月
12
日
㈭
〜
同
20

日
㈮　

開
催
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

開
催
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
内
容　

東
日
本
大
震
災
な
ど

の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
、防
災
用
品

の
展
示　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

１
月
17
日
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

１
月
15
日
〜
21
日
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

恒
例
の
彦
根
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

す
。
消
防
出
初
式
は
、
消
防
に
か
か
わ
る

人
た
ち
の
、
年
頭
の
決
意
表
明
の
催
し
で

す
。

の
文
化
財
が
各
地
域
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
り
、後
世
に
受
け
継
い
で
い

く
た
め
に
、次
の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

《
文
化
財
を
守
る
２
つ
の
約
束
》

①
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、近
く
で
た
き

火
な
ど
の
火
災
の
原
因
と
な
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
文
化
財
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防

課
☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

９
４
２
７
番

平
成
24
年
出
初
式

　

彦
根
市
消
防
職
・
団
員
総
勢
５
２
０
人

と
、
は
し
ご
車
、
救
助
工
作
車
な
ど
消
防

車
両
32
台
、
消
防
団
バ
イ
ク
隊
の
16
台
が

出
場
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
見
学
く
だ
さ

い
。

日
時　

１
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
15
分

場
所　

彦
根
城
大
手
前
公
園
（
金
亀
町
）

内
容　

分
列
行
進
、
車
両
行
進
、
彦
根
鳶と

び

は
し
ご
乗
り
演
技
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
の
防
火
演
技
、
一
斉
放
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
☎

22-
０
３
３
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４

２
７
番

　

１
月
26
日
は
、
世
界
的
な
文
化
遺
産
で

あ
る
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
失

し
た
日
（
昭
和
24
年
）
で
す
。
こ
の
日
を

中
心
に
、
貴
重
な
国
民
的
文
化
財
産
を
火

災
・
地
震
、
そ
の
ほ
か
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
文
化
財
を
守
り
、
防
火
を
心
が
け

る
意
識
を
地
域
ぐ
る
み
で
高
め
る
運
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
に
は
、
彦
根
城
を
は
じ
め
、
多
く

～お知らせ～
甲種防火管理新規講習
日時　２月22日㈬・同23日㈭　
　9：00～ 16：00
場所　 消防本部 (西今町 )
定員 　72人( 先着順、 消防本部管内
者を優先 ) 

受講料　5,000円(テキスト代を含む) 
申込期間 １月30日㈪～２月３日㈮　
8：30～17：15

申込方法・問い合わせ先　 消防本
部予防課☎ 22-0332、FAX22-
9427

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

１
月
26
日
は

　

文
化
財
防
火
デ
ー　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
彦

根
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
か
手
伝
え
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
、
彦
根
市
が

支
援
を
行
っ
て
い
る
福
島
県

富と
み

岡お
か

町ま
ち

を
平
成
23
年
11
月
７

日
に
訪
問
し
、
防
寒
衣
や
学

童
用
品
、
義
援
金
な
ど
を
届

け
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
被
災
地
に
救
援

物
資
が
届
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
駆
け
つ
け
、
被
災
地
支

援
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、「
現
地

の
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
大
量
の
救
援
物
資
を
送
る

こ
と
や
、
受
入
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
中
で
現
地
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
は
、
控
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
お
知
ら
せ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
被
災
地
に
過

度
の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
関
係
機
関
と
調
整
を
行

い
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
次
の
３
つ
を
心

が
け
ま
し
た
。

①
被
災
者
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る

②
子
ど
も
た
ち
の
心
の
痛
み

に
配
慮
す
る

③
被
災
し
た
人
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
支
援
な
の
か

を
考
え
る

　

富
岡
町
は
、
福
島
第
一
原

発
の
事
故
に
よ
り
、
震
災
か

ら
９
か
月
が
経
過
し
た
今
で

も
、
全
住
民
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
苦
労
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
皆

さ
ん
と
わ
ず
か
な
時
間
で
も

交
流
す
る
こ
と
も
で
き
、
一

緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
時
間
を

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
触
れ
、
被
災
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
本
当
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
支
援
を
す

る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。　
　

　

災
害
か
ら
月
日
が
経
つ
に

つ
れ
、
支
援
が
薄
れ
が
ち
で

す
が
、
大
き
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
長
期
的
な
支
援

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
募

金
を
す
る
だ
け
で
も
、
被
災

者
の
力
に
な
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
現
地
に
行
か
な
く

て
も
で
き
る
支
援
も
含
め
、

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

応
援
し
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
支
援
を

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
彦
根

会
長
　
北
村
妙た

え

子こ

さ
ん
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彦
根
市
で
は
、彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

保
留
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。一
般
競
争
入

札
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
表
さ
れ
た
予
定
価
格
以
上
で
、
最

も
高
い
価
格
を
つ
け
た
個
人
、ま
た
は
法
人
に
売
却
す
る

方
法
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

売
払
物
件　

左
の
表
の
と
お
り

実
施
案
内
書
・
参
加
申
込
用
紙
の
配
布

配
布
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
同
20
日
㈮

配
布
場
所　

市
街
地
整
備
課
、
支
所
、

各
出
張
所

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

参
加
申
込
書
の
提
出

　

申
込
書
・
誓
約
書
を

市
街
地
整
備
課

ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
簡
易
書
留
で

郵
送
（
１
月
20
日
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
同
20
日
㈮

必
着

入
札
日
時
・
場
所

　

入
札
日
時
は
上
の
表
の
と
お
り
。
入
札

場
所
は
、
い
ず
れ
も
２
Ａ
会
議
室
（
市

役
所
別
館
２
階
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備

課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
元
町
４-

２
）

☎
30-

６
１
２
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２

１
１
番

 

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業　

 

保
留
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

　

保
留
地
と
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
し

た
土
地
で
す
。
そ
の
売
却
収
入
は

土
地
区
画
整
理
事
業
の
財
源
の
一

部
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
留
地

は
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日

ま
で
登
記
簿
が
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
彦
根
市
で
保
留
地
権
利

登
録
台
帳
を
作
成
し
て
保
管
し
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

保
育
人
材
バ
ン
ク
で
は
登
録
者
を
対
象

に
、
県
内
の
保
育
施
設
で
働
き
た
い
人
に

仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
材
バ

ン
ク
へ
の
登
録
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・

調
理
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を
持
っ
て
い

る
人
、
現
在
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
や

将
来
就
職
を
考
え
て
い
る
人
も
、
こ
の
機

会
に
相
談
会
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
滋
賀
県
保
育
協
議

会　

保
育
人
材
バ
ン
ク
☎
０
７
７-

５

１
６-

９
０
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
１-

２
１
１
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

otoiaw
ase@

shiga-hoikukyo.jp

保
育
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

○
10
月　

多
賀
ふ
る
さ
と
楽
市

　
（
多
賀
町
）

○
10
月　

愛
荘
66
か
ま
ど
祭

　
（
愛
荘
町
）

▼
湖
東
圏
域
自
転
車
ツ
ー
キ
ニ
ス

ト
（
通
勤
者
）
調
査

　

圏
域
の
自
転
車
通
勤
者
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
し
、
企
業
と
も
連

携
し
た
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ま
た
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

交
通
事
情
、
通
勤
体
験
談
、
自
転

車
通
勤
の
魅
力
や
関
連
情
報
を
掲

載
し
た
Ｐ
Ｒ
冊
子
を
３
月
中
に
作

成
す
る
予
定
で
す
。

▼
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ
更
新
版

の
発
行

　

平
成
22
年
度
に
作
成
し
た
バ
イ

コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
実

地
走
行
に
よ
る
情
報
収
集
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
反

映
さ
せ
た
更
新
版
を
３
月
中
に
発

行
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

　

ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
は
、
滋

賀
県
か
ら
圏
域
に
意
見
照
会
が

あ
り
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
滋
賀
県
か
ら
一
定

の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

圏
域
と
し
て
は
滋
賀
県
と
協

議
を
重
ね
、
ア
ク
セ
ス
道
路
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
整
備
さ
れ
る
県
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
あ
わ
せ
、
今
後

の
広
域
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
も
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
、
バ
イ

ク
（
自
転
車
）
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生

態
学
）
の
合
成
語
で
、
自
転
車
を

利
用
す
る
こ
と
で
大
気
汚
染
な

ど
の
公
害
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
ア
メ
リ
カ
の
市
民
運
動
が
は

じ
ま
り
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を
持
つ
自

転
車
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
自

転
車
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
自
然
豊
か
で
人
間
味
あ

ふ
れ
る
社
会
の
構
築
を
図
る
こ

と
が
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
で
す
。

　

圏
域
で
も
、
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
自
転
車
道
の
整
備

促
進
を
図
り
、
公
共
交
通
と
連

携
し
な
が
ら
環
境
に
や
さ
し
い
自

転
車
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況　

▼
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
実
施

　

昨
年
、
圏
域
内
で
実
施
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自

転
車
発
電
機
の
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
そ
の

ほ
か
に
、
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
展

示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

○
７
月　

夏
ま
つ
り
（
甲
良
町
）

○
10
月　

元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

（
彦
根
市
）

彦
根
IC
か
ら
八
日
市
IC
の
ほ
ぼ

中
間
地
点
に
位
置
す
る
秦
荘
パ

ー
キ
ン
グ
を
活
用
し
、
国
道

３
０
７
号
に
ア
ク
セ
ス
す
る
も

の
で
す
。
中
日
本
高
速
道
路
㈱

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
と
滋
賀
県

が
平
成
25
年
度
末
を
完
成
目
標

と
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
滋
賀
県
施
工
分
は
、

国
道
３
０
７
号
か
ら
秦
荘
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
の
取
り
付
け

部
（
上
図
手
前
の
Ｓ
字
形
状
の
部

分
）
に
つ
い
て
、
舗
装
を
残
し

道
路
形
態
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
施
工
分
は
、

名
神
本
線
接
続
部
の
下
り
車
線

へ
の
本
線
跨こ

道ど
う

橋き
ょ
う

の
下
部
工
事

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

　

滋
賀
県
で
平
成
22
年
度
、
ア

ク
セ
ス
道
路
の
ル
ー
ト
が
検
討

さ
れ
、
３
つ
の
ル
ー
ト
帯
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

か
ら
高
速
道
路
の
本
線
に
ア
ク

セ
ス
（
接
続
）
で
き
る
よ
う
に
設

置
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
以
下
IC
）
で
す
。
通
行
可
能
な

車
両
を
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た

車
両
に
限
定
し
て
い
る
IC
で
す
。

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
IC
は
、

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の

 

促
進

▶
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
図

▶
元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
で
の
自
転
車

発
電
機
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
自
転
車
を

こ
ぐ
参
加
者

国
道
３
０
７
号

名神高速道路

秦荘パーキング
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日本で多文化共生という言葉を耳にしていて思
い出したことがあります。
私の家では、日本語で話し、みそ汁とご飯は欠

かせないものでした。でも、時々、油でニンニク
と米を炒めて炊いたご飯や、フェジョンという豆
でできたスープを食べることもありました。
そんな中、周りがクリスマス飾りをし、クリス

マスを祝うのに対し、私の家では 12月25日は
普通に過ごし、1月1日には、親戚の家をまわり、

そして、親戚を招いて、お正月を祝っていました。
そのお正月料理を味わうために、１月2日には

日系人ではない友人が家に来ていました。
その友人は、大学で知り合ったスペイン系ブラ

ジル人で、「家ではクリスマスは祝ったことがな
い。祝うのはお正月だけだよ」と私が話したとき
に、友人はきょとんとし、「一度どんなものを食
べるのか見たい」と言ったのが始まりでした。
それから毎年、その友人からは12月24日にク

リスマスプレゼントをもらい、私からはお正月の
ごちそうを食べてもらうことになったのです。
最初は、お寿司や甘く炊いた豆を不思議に感じ、

お餅のあんこをちょっと変わったチョコレートだ
と思っていた友人も、しだいに日本食も好きにな
ってくれました。これも、小さな多文化共生だっ
たのかと思います。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

祝
日
な
ど
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

　

１
月
４
日
㈬
は
、「
缶
・
金
属

類
、
び
ん
類
」
の
収
集
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
外
は
通
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。

　

１
月
９
日

（月・祝）
は
、
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
み
等
の
収
集
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
各
家
庭
に
お
配
り
し
て

い
ま
す
「
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

彦根市青少年健全育成
フォーラムを開催します
日時　１月28日㈯　13：30～ 16：20
場所　ひこね市文化プラザ　エコーホール
　　　（野瀬町）
内容
▼作文、絵画・ポスター特選者　表彰
▼青少年活動顕彰　表彰
▼小・中学生作文　発表
　「わたしのふるさと」
　中学生広場「私の思い2011」
▼青少年活動顕彰　発表
▼講演
「子育ち・子育てを　地域のみんなの力で
“育ち”における基本的生活習慣の大切さ」
　講師　橋本　源之助さん
  （びわこ成

せい

蹊
けい

スポーツ大学　就職キャリア
アドバイザー、元滋賀大学教育学部教授、
前高島市教育委員会教育長）

▼その他
　「わたしのふるさと」絵画、「豊かな心を
はぐくむ家庭づくり」絵画・ポスターの
入賞作品をエコーホール前で展示します。

問い合わせ先　 子ども青少年課
　☎26-0994、FAX26-1768

ご
み
集
積
所
を

新
設
・
変
更
す
る
場
合
は

　

皆
さ
ん
が
利
用
、
管
理
し
て
い

る
ご
み
集
積
所
に
つ
い
て
、
集
積

場
所
や
集
積
箱
を
新
設
・
変
更
・

廃
止
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
開
始

（
変
更
日
）
の
１
週
間
前
ま
で
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

自
治
会
で
集
積
箱
の
新
規
設

置
・
更
新
を
す
る
と
き
は
、
ご
み

集
積
所
設
置
事
業
補
助
金
交
付
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ

ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

７
７
８
７
番

差
し
押
さ
え
た
土
地
を

公
売
し
ま
す

　

滋
賀
県
が
、
県
税
の
滞
納
処
分

の
た
め
差
し
押
さ
え
た
土
地
を
、

入
札
に
よ
っ
て
売
却
（
公
売
）
し
ま

す
。

公
売
日
時　

１
月
27
日
㈮

　

午
後
２
時
30
分
〜
同
３
時

場
所　

湖
東
合
同
庁
舎
１
階
１-

Ａ
会
議
室
（
元
町
）

公
売
土
地
情
報　

所
在　

彦
根
市
日
夏
町
字
保
良
津

２
８
２
８
番
１
０
１

※
Ｊ
Ｒ
河
瀬
駅
か
ら
道
路
距
離
で

約
１
・
４
㎞

地
目　

宅
地

地
積　

６
０
４
・
14
㎡
（
公
簿
に

よ
る
）

見
積
価
格　

２
、
３
３
５
万
円

公
売
保
証
金　

２
３
３
万
５
千
円

※
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

※このコーナーに登場する団体・グループを募集しています。詳しくは、 まちづくり推進室までお問い合わせください。

　

私
た
ち
は
、「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
や
毎
月
１
回
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
（
愛
称
「
地
域
の
茶
の
間
」）、

町
内
清
掃
（
年
３
回
）
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、こ
れ

ら
の
活
動
の
中
か
ら
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
彦
富
は
、平
成
18
年
３
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
の
活
動
は
、そ
の
半
年
前
か
ら
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
を
目

的
に
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
小
学
校
と
連
携
し
て
、36
人
の
会
員
が
毎
週
月
曜

日
と
木
曜
日
に
交
代
で
通
学
路
に
立
ち
、児
童
の
下
校
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
、
な
か
な
か
挨
拶
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
今
で
は
顔
見
知
り
に
な
っ
て
元
気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た

ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

会
員
の
中
に
は
、
当
番
以
外
の
日
で
も
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
に
は
「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
」の
プ
レ
ー
ト
や
た
す
き
を
つ
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
地
域
の
大
人
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
の
中
で
、
の

び
の
び
と
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
通
貨
「
彦げ

ん

」
を
使
っ
て
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
の
た
す
き
や
プ
レ
ー
ト
を
増
や

し
、
気
軽
に
で
き
る
防
犯
活
動
を
地
域
に
根
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
て
い
き
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り

が
無
理
の
な
い
範
囲

で
、
楽
し
み
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議
・
専
門
委
員
会

①
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

　

彦
根
市
障
害
者
計
画
「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

の
策
定
と
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
26
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分

▼
場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
室
（
平
田
町
）

②
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議
専
門
委
員
会

　

彦
根
市
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
と
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分

▼
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　

集
団
指
導
室
（
平
田
町
）　

①
・
②
共
通
事
項

▼
傍
聴
方
法
等　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
会
議
の
開
催
日
時
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
で
受
付
簿
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
を

記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
傍
聴
席
は
10
席
程
度
。
入
場
は
先
着
順
。

▼
注
意
点　

議
事
な
ど
に
対
し
、
拍
手
な
ど
で
賛
否
な
ど
を
表
明

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
写
真
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
撮
影
や
録
音
な

ど
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
部
県

税
事
務
所
・
湖
東
納
税
課
☎

27-
２
２
０
６
番
、

納
税
課

☎
30-
６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

お詫びと訂正 　広報ひこね12月15日号12ページの「はーとふるメッセージ2010　特選作品紹介第６回」の記事で「堤　
里奈」とあるのは、「堤　里菜」の誤りです。お詫びして訂正します。
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ド
協
会
は
、訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、郷

土
の
歴
史
文
化
や
自
然
風
土
を
お

も
て
な
し
の
心
で
紹
介
し
、
彦
根

へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
案
内
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
は
、
こ
れ
か
ら
ガ

イ
ド
活
動
を
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
の
た
め
に
開
き
ま
す
。

〈
日
時
〉２
月
４
日
〜
３
月
10
日
の

毎
週
土
曜
日（
全
６
回
）の
午
後
１

時
30
分
〜
同
４
時　
〈
内
容
〉ガ
イ

ド
に
必
要
な
知
識
の
講
義
や
彦
根

城
な
ど
で
の
現
地
研
修
、
現
役
ガ

イ
ド
の
体
験
談
な
ど　
〈
受
講
料
〉

５
０
０
円　
〈
対
象
〉市
内
に
在
住

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
関

心
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
全
て
の

講
座
に
出
席
で
き
る
人　
〈
定
員
〉

10
人
（
先
着
順
）〈
申
込
期
間
〉
１

月
10
日
㈫
〜
同
20
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
観
光
案

内
所
（
彦
根
駅
前
）
☎
22-

２
９
５

４
番
、
彦
根
観
光
協
会
☎
23-

０

０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１

９
番

薔ば

薇ら

づ
く
り
教
室

（
剪せ

ん

定て
い

講
習
会
）

〈
内
容
〉
彦
根
周
辺
で
は
、１
月
下

旬
〜
２
月
上
旬
が
剪
定
に
適
し
た

時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
合
わ
せ

て
、
庄
堺
公
園
の
バ
ラ
園
で
、
剪

定
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。〈
日

時
〉
１
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時　

※
荒
天
の
場
合
は

１
月
20
日
㈮
に
順
延　
〈
場
所
〉庄

堺
公
園
バ
ラ
園
（
開
出
今
町
） 〈
受

講
料
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
剪
定
ハ

サ
ミ
、革
手
袋　
〈
そ
の
他
〉
屋
外

で
の
講
習
で
す
。
防
寒
着
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
都
市
計
画
課
☎
30-

６
１
２

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室（
初
級
Ⅱ
）

〈
内
容
〉
初
心
者
向
け
講
座
（
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
教
室
初
級
Ⅲ
）
を
受
け
た

経
験
（
同
程
度
の
基
礎
知
識
）
が
あ

る
人
な
ど
を
対
象
に
、
日
常
生
活

に
使
う
会
話
を
学
び
ま
す
。〈
日

時
〉
１
月
19
日
〜
３
月
８
日
（
毎

週
木
曜
日
・
全
８
回
）
の
午
後
７
時

〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉市
民
会

館
２
階
会
議
室　
〈
講
師
〉彦
根
市

国
際
交
流
員　

平
田
エ
ジ
ナ
〈
定

員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

３
、
０
０
０
円
（
教
材
費
）　
〈
申

込
開
始
日
〉
１
月
４
日
㈬ 　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政

策
課
☎
30-
６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

８
５
７
７
番

子
育
て
講
座

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

〈
内
容
〉空
き
箱
で
鬼
の
お
面
を
作

っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉

１
月
20
日
㈮　

午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
同
３

時　
〈
場
所
〉子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉【
午
前
】０
・

１
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

【
午
後
】２
・
３
歳
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　
〈
定
員
〉各
15
組
（
先

着
順
）　
〈
受
講
料
〉無
料　
〈
持
ち

物
〉は
さ
み
、
の
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
や
お
菓
子
の
空
き
箱

〈
申
込
期
間
〉１
月
５
日
㈭
〜
同
13

日
㈮　
〈
申
込
方
法
〉電
話
か
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来

室
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番

彦
根
市
日
中
友
好
協
会　

春
節
交
流
会

〈
内
容
〉
中
国
の
旧
正
月
（
春
節
）

を
祝
い
、
中
国
の
人
た
ち
と
一
緒

に
中
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ
て
食

事
を
し
た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
交
流
を
深
め

ま
す
。〈
日
時
〉１
月
29
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

※
料
理
の

手
伝
い
に
参
加
で
き
る
人
は
エ
プ

ロ
ン
を
持
っ
て
午
前
９
時
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
場
所
〉市
民

会
館
２
階　
〈
参
加
費
〉
２
、０
０

０
円　

※
小
学
生
〜
大
学
生
５
０

０
円
、中
国
国
籍
の
人
は
５
０
０

円　
〈
申
込
期
間
〉１
月
４
日
㈬
〜

同
21
日
㈯
（
日
・
月
曜
日
・
祝
日
は
除

く
）〈
申
込
方
法
〉電
話
で
市
民
・
国

際
交
流
サ
ロ
ン
☎
22-

１
４
１
１

番
（
内
線
６
０
８
）〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
Ｅ
メ
ー
ル
：onushi1818@

yahoo.co.jp

（
北
村
方
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座

〈
趣
旨
〉彦
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

　

市営住宅 
入居者募集

募集住宅　
一般向け
　　　　　中藪団地（中藪町）　 １戸
　　　　　芹川団地（芹川町）    １戸
　　　　　和田西団地（和田町） １戸
　　　　　稲枝西団地（稲枝町）  １戸
　　　　※芹川団地のみ単身入居可能
ひとり親世帯向け
　　　　　岡町団地（岡町）　　  １戸
受付期間　２月１日㈬～同10日㈮
入居決定の時期　３月上旬頃
入居できる時期　３月中旬以降
申込書など書類の交付開始　１月25日
㈬から同室で行います。
申込方法　本人または同居（同居予定を
含む）の家族が、 住宅管理室（市役
所１階）へ申込書を提出してください。
　申込の条件がありますので、詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ先　 住宅管理室
　☎30-6123、　FAX22-1398

提
出
方
法　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
５
２

２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１

-

38
）
☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
、
Ｅ
メ

ー
ル : syogai@

m
x.hikone.

ed.jp

　

彦
根
城
博
物
館
の
管
理
運
営

は
、「
博
物
館
法
」
お
よ
び
「
彦
根

城
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
主
権
を
推
進
す
る

一
環
と
し
て
「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
中

で
、
博
物
館
法
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
、
市
の
条
例
で
博
物
館
協
議

　

彦
根
市
の
公
民
館
の
管
理
運
営

は
、「
社
会
教
育
法
」
お
よ
び
「
彦

根
市
公
民
館
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
主
権
を
推
進
す
る

一
環
と
し
て
「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
中
で

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
市
の
条
例
で
公
民
館
運
営
審

議
会
の
委
員
の
委
嘱
の
基
準
を
定

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
条
例
（
素
案
）
を
公

表
し
、
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
（
素
案
）
の
公
開
場
所　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、
各
地

区
公
民
館
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

提
出
期
限　

１
月
16
日
㈪
（
必
着
）

会
の
委
員
の
任
命
の
基
準
を
定
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
条
例
（
素
案
）
を
公

表
し
、
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
（
素
案
）
の
公
開
場
所　

彦

根
城
博
物
館
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、

各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

提
出
期
限　

１
月
16
日
㈪
（
必
着
）

提
出
方
法　

彦
根
城
博
物
館
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城

　お寄せいただいたご意見など
は、意見に対する彦根市の考え方
とともに整理したうえで、彦根市
ホームページなどで公表します。
　お寄せいただいたご意見に対
して、個別に回答はしませんので、
あらかじめご了承ください。

②
彦
根
城
博
物
館
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
素
案
）

①
彦
根
市
公
民
館
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
素
案
）

博
物
館（
〒
５
２
２-

０
０
６
１　

金
亀
町
１-

１
）
☎
22-

６
１
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０

番
、
Ｅ
メ
ー
ル : m

useum
@

m
x.hikone.ed.jp

市立病院市民フォーラム　

住みなれた地域で
安心して暮らすために

～震災に学ぶ　その時わたしに出来ること～

①特別講演　「東日本大震災の経験～在宅介護を取り
　巻く現状～」
講師：大網さおりさん（宮城県社会保険病院　
　皮膚・排

はい

泄
せつ

ケア認定看護師）
②知っていて安心セミナー　
　講師：北川智美（市立病院　皮膚・排泄ケア認定看　
　護師）
日時　１月14日㈯　13：00～15：30
場所　市立病院医療情報センター　　参加費　無料
申込　事前申込は不要です。
問 い 合 わ せ 先　市立病院医療安全推進室 ☎ 22-
6050、FAX26-0754
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平
成
23
年
彦
根
市
美
術
展
覧
会
が

第
60
回
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

12
月
９
日
〜
11
日
、
特
別
展
を
ひ
こ

ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、「
〜
ガ
ン
バ
ル
ひ
こ

ね
の
生
徒
た
ち
〜
」
と
題
し
、
次
世

代
の
文
化
芸
術
活
動
を
担
う
中
学
・

高
校
生
が
日
頃
の
創
作
活
動
で
制
作

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
は
、
出
展
し
た
生
徒

へ
の
参
加
賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
11
月
26
日
、大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
時
に
、す
み
や
か
に
傷
病

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
、治
療

な
ど
を
行
う
訓
練
が
市
立
病
院
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
放
送
後
、医
師
や
看
護
師
ら
は
、

本
部
や
ト
リ
ア
ー
ジ
を
す
る
ス
ペ
ー

ス
や
テ
ン
ト
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

正
面
玄
関
前
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
す

る
ス
ペ
ー
ス
で
は
、車
で
搬
送
さ
れ
て

き
た
傷
病
者
役
の
人
を
、医
師
ら
が
ト

リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、院
内
外
に
設
置
さ

れ
た
各
治
療
エ
リ
ア
に
搬
送
し
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
12
月
７
日
、
彦
根
城
で
毎

年
恒
例
の
し
め
縄
作
り
の
仕
上
げ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

赤
い
法
被
姿
の
彦
根
城
管
理

事
務
所
の
作
業
員
10
人
に
よ
り
、

重
要
文
化
財
の
天て

ん

秤び
ん

櫓や
ぐ
らに

備
え

付
け
る
城
内
最
大
の
し
め
縄
が

作
ら
れ
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
し
め
縄
は
長
さ
約
６
ｍ
、

太
さ
約
25
㎝
、重
さ
約
50
㎏
。わ

ら
を
編
み
こ
む
と
き
に
は
、
作

業
員
が
「
よ
い
し
ょ
！
」
な
ど

の
掛
け
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
11
月
28
日
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
市
議
会
に
よ
る
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
演
者
は
、
女
性
３
人
ユ
ニ
ッ

ト
の
「
ラ
・
ダ
ム
・
カ
ミ
リ
ア
」
で
、
ボ
ー

カ
ル
と
ピ
ア
ノ
２
台
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ユ

ニ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曲
目
は
「
バ
ラ
色
の
人
生
」、「
新
世
界

よ
り
」、「
琵
琶
湖
哀
歌
」、「
琵
琶
湖
周
航

の
歌
」、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

な
ど
計
７
曲
。
来
場
者
は
華
麗
な
調
べ
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

特選作品
紹介第７回

人
け
ん
に
つ
い
て

坂さ
か

本も
と　

達た
つ

郎ろ
う

さ
ん

　
　
　
　
　
（
城
陽
小
学
校
４
年
）

　

人
け
ん
と
い
う
の
は
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
き
る
け
ん
り
だ
と
ひ
び

先
生
か
ら
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
言
う
と

人
け
ん
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
け
ど
、
す
ご
く
む
ず
か
し
い

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
人
が
幸
せ
に
生
き
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
な

か
っ
た
し
、
ぼ
く
は
十
分
幸
せ
だ

と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
と

き
に
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
お
母
さ

ん
に
、「
人
け
ん
っ
て
知
っ
て
る
。」

と
聞
い
た
ら
「
知
っ
て
る
よ
。」
と

言
っ
て
ぼ
く
が
び
っ
く
り
す
る
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
の
お

母
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
人
で
、
お
母

さ
ん
の
お
友
達
が
日
本
に
来
た
時
、

差
別
を
う
け
て
い
や
な
思
い
を
し

た
そ
う
で
す
。

　

一
つ
目
は
日
本
に
来
た
時
、
何

も
し
て
い
な
い
の
に
指
の
指
も
ん

を
と
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今
は
も

う
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が

そ
の
時
は
す
ご
く
き
ず
つ
い
た
そ

う
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
お
母
さ
ん
が
結

こ
ん
す
る
前
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り

よ
う
と
し
た
時
、
外
国
人
だ
か
ら
、

か
せ
ま
せ
ん
と
何
回
も
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

ぼ
く
は
そ
の
話
を
聞
い
て
、
ず

る
い
と
思
っ
て
は
ら
が
た
ち
ま
し

た
。

　

学
校
で
は
、
先
生
か
ら
、
人
の

悪
口
を
言
っ
た
り
、
人
が
い
や
が

る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と
な

ら
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て

も
人
の
い
や
が
る
こ
と
を
し
な
い

と
い
う
事
は
同
じ
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
に
も
言
わ
れ
て
い
や
な
事

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ハ
ー
フ
と
言
わ
れ
る

こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

ハ
ー
フ
は
半
分
と
い
う
意
味
だ
し

ぼ
く
は
日
本
で
生
ま
れ
た
の
で
日

本
人
だ
か
ら
で
す
。

　

で
も
、
ぼ
く
に
ハ
ー
フ
と
言
っ

た
人
は
多
分
悪
い
事
を
言
っ
て
い

　

作
　

文
　

の
　

選
　
　

評
　

　

具
体
的
な
筆
者
の
経
験
、
お
母
さ
ん
の
経
験
そ

し
て
心
情
を
表
現
し
て
い
る
の
で
説
得
力
が
あ
る

作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
様
々
な
不

合
理
な
こ
と
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
ね
。
筆
者
の
純
粋
な
鋭
い
気
づ
き
に
頭

が
下
が
り
ま
し
た
。
身
近
な
こ
と
か
ら
行
動
に
移

し
て
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

学年は応募時
のものです

る
つ
も
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
悪
口
じ
ゃ
な
い
と
思
っ

て
て
も
そ
の
言
わ
れ
た
人
に
と
っ

て
き
ず
つ
く
言
葉
に
な
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぎ
ゃ
く
に
ぼ
く
も
悪
口
を
言
っ

た
つ
も
り
は
な
く
て
も
悪
口
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
人
を
幸
せ
に
す
る
こ

と
は
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
良
い
言
葉
を
言
う
こ

と
を
な
ら
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
前
の
木
曜
日
の
あ
た
た

か
い
言
葉
か
け
を
し
た
時
、
が
ま

ん
強
い
、
や
さ
し
い
と
い
う
言
葉

を
言
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
言
っ

て
く
れ
た
人
に
は
や
さ
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
良
い

言
葉
を
言
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
初
は
、
人
け
ん
の
事
を
む
ず

か
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
ぼ

く
に
も
す
ぐ
に
で
き
る
身
近
な
こ

と
だ
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
し
ょ
う
来
ど
ん
な
国
の

人
た
ち
に
も
や
さ
し
い
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

田
た

川
が わ

　裕
ひ ろ

人
と

さん
（近江高等学校１年）

棚た
な

池い
け　

千ち

明あ
き

さ
ん
（
彦
根
総
合
高
等
学
校
２
年
）

   

イ
ジ
メ
の
芽

   

あ
な
た
の
勇
気
で

   

摘
み
取
っ
て

市
立
病
院

大
規
模
災
害
訓
練

第
60
回
記
念　

彦
根
市
美
術
展
覧
会
特
別
展

第
13
回
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

彦
根
城
内
に
飾
る
し
め
縄
作
り
の
仕
上
げ
作
業



19 18



21 20



23 22

成な
り

田た

杏あ

瑚こ

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

北き
た

方か
た

歌か

莉り

奈な

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

渡わ
た
り

　
優ゆ

衣い

ち
ゃ
ん

（
松
原
一
丁
目
）
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彦
根
市

編
集
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政
策
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
5
9
号

（
平
成
2
4
年
１
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,2
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

ご
当
地
グ
ル
メ
「
ひ
こ
ね
丼
」
選
手
権

優
秀
賞
３
作
品
を
紹
介
し
ま
す

人口と世帯数
　　　　　　平成23年12 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,４０９人　　（＋２４）
５５,５２０人　　（＋２０）
５６,８８９人　　（＋　４）
４４,０４０世帯　　（＋２９）

表
紙
の
写
真

　

平
成
23
年
12
月
６
日
、
日
本

伝
統
の
和
楽
器
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
箏そ

う

曲
奏
者
と
フ

ル
ー
ト
奏
者
を
講
師
に
招
い
て

演
奏
を
楽
し
ん
だ
後
、
生
徒
が

箏
の
演
奏
を
行
う
体
験
授
業
が

西
中
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
最
初
に
講
師
が

箏
や
フ
ル
ー
ト
、
し
の
笛
の
紹

介
を
し
な
が
ら
実
際
に
演
奏
し

ま
し
た
。 

次
に
生
徒
た
ち
は
、講

師
か
ら
弾
き
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、「
少
年
時
代
」
を
、

講
師
は
フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
で
、

生
徒
た
ち
は
箏
で
合
奏
し
、
和
・

洋
そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
を
楽
し
み

ま
し
た
。

協
力
販
売
店
を
紹
介
し
ま
す

　　

詳
細
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
あ
じ
わ
い
和
食
堂　

い
ろ
ど
り
（
戸

賀
町
）

②
伊
勢
幾
（
錦
町
）　

③
お
か
ず
や
さ
ん
（
竹
ケ
鼻
町　

ビ
バ

シ
テ
ィ
彦
根
）

④
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル　

レ

ス
ト
ラ
ン
・
ア
モ
ー
レ
（
佐
和
町
）

⑤
献
上
伊
吹
そ
ば　

つ
る
亀
庵
（
佐

和
町
）

⑥
四
季
菜
（
大
東
町　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ

彦
根
）　　
　

⑦
食
彩
酒
楽
善
Ｚ
Ｅ
Ｎ（
川
瀬
馬
場
町
）

⑧
す
し
浜
（
佐
和
町
）

⑨
だ
い
に
ん
ぐ
き
っ
ち
ん
ｏ
ｌ
ｄ
（
平

田
町
）

⑩
㈱
パ
リ
ヤ　

惣
菜
部（
長
曽
根
南
町
）

⑪
喫
茶
「
帆
船
」（
京
町
三
丁
目
）

⑫
夢
京
橋
比
内
地
鶏　

ほ
っ
こ
り
や

（
本
町
二
丁
目
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
ひ
こ
ね
丼
祭

　

当
日
限
定
で
「
ひ
こ
ね
丼
」
の
お
弁
当

販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

１
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

２
時
頃
（
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
）

場
所　

四
番
町
ス
ク
エ
ア

※
午
前
10
時
に
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
登
場
し
ま

す
。（
雨
天
の
場
合
登
場
し
ま
せ
ん
）

②
ひ
こ
ね
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

協
力
店
で
「
ひ
こ
ね
丼
」
を
食
べ
る

と
つ
い
て
く
る
特
製
箸
袋
（
の
ぼ
り
と
同

じ
デ
ザ
イ
ン
）
を
３
枚
集
め
る
と
、
ひ
こ

に
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
ま
す
。（
先
着

３
、０
０
０
人
。
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

期
間　

１
月
14
日
㈯
〜
３
月
31
日
㈯

場
所　

各
協
力
販
売
店　

ひことろ丼 ひこね赤鬼丼

ひこねの赤どん

優秀賞を
受賞した
３作品

市制 75 周年記念事業　
　

総
計
２
０
４
件
の
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
「
ひ
こ
ね
丼
」
レ
シ
ピ
。
多
数
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
９

月
27
日
に
開
催
し
た
一
次
選
考
に
よ
り
10

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月

22
日
に
開
催
し
た
二
次
選
考
会
に
お
い
て
、

こ
の
10
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
３
作
品
を

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６

番　

▲２次選考会に臨んだ応募者


